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業　績　概　要

　木材や木質構造物における生物劣化の非破壊的診断法に関する基礎的および実用化研究を進めていま
す。AE（acoustic emission）を用いた木材加害昆虫の非破壊的な検出，機能性セラミックス性のガスセ
ンサを用いたシロアリの代謝ガスの検出，電磁波レーダを用いた建築物壁体内の水分状態の検出などの基
礎的研究とセンサの開発などを進めてきました。さらに，文化財建造物における生物劣化の調査研究にも
長年従事してきました。
　日本木材保存協会では，平成19年度より理事職を，平成29年度からは副会長職を務めております。この
間，平成19年度に木材劣化診断士制度の立ち上げ以来，同委員会委員長として，劣化診断技術の普及に努
めており，木材・木質構造の維持管理（劣化診断マニュアル），同（補修技術マニュアル）の編纂を行い
ました。同協会は，平成28年度以来，国土交通省のインスペクション講習団体として認定されています。
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